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草垣群島におけるカツオドリと

オオミズナギドリの調査’

日本野鳥の会研究部テクニカルチーム２

6７

はじめに

日本野鳥の会九州ブロック研究部の実地研修の一環として，1980年７月23日から26日に

かけて，鹿児島県草垣群島で，カツオドリＳ"Zαん型cQgas"γとオオミズナギドリQzZo・

"ｅａ７な”comej上ｚｓの生息状況調査を実施した．この調査で得られたいくつかの知見につ

いて報告する．

本調査にあたり，全面的なご協力を頂いた草垣島灯台の松元昭氏，利光雅俊氏，また島

への往復と洋上観測に便宜を計って頂いた大隆フィッシングの方々，並びに枕崎と鹿児島

での宿泊の手配や連絡でお世話になった日本野鳥の会鹿児島支部の方々に深く感謝する．

なお，調査隊員は次のとおりである．

テクニカルチーム：小平田栄一，高良武信，溝口文男，大長光純，真鍋直嗣，大嶋かお

る，門田京子，川崎実，小林芙美子，首藤靖，仲村正広，西脇祥起，延吉千餌，小林豊，

田中忠，有泉はるひ，武田宗也．

アドバイザー：塚本洋三，岡本久人，桂千恵子，鈴木孜，北脇英雄．

草垣群島の概況と植生

鹿児島県川辺郡笠沙町に属する草垣群島は枕崎港の南西約90kmに位通し，上ノ島，中ノ

島’下ノ島など大小10数個の島々から成っている(図１)．２名の灯台職員の住む上ノ島以

外は無人島である．しかし，草垣群島周辺は良好な漁場であるため，近年は釣人がよく来

島している．

島の地質は安山岩であり，植生は貧弱であるが，上ノ島の中央部にはモクタチパナを優

占種とする潅木林が存在する．その他はハチジョウススキを主とする草地で，海岸部は切

り立った崖になっている．

上ノ島は標高159ｍで植生の発達程度は群島中最も良い．調査は上陸可能な上ノ島だけ

で行われた．

上ノ島の植生別面種を’国土地理院発行２万５千分の１地形図（1955年３月30日発行

草垣群島）および現地調査から図化して算出し表１に示した．

1983年９月３日受理．

1．執筆者：大長光純〒834-12福岡県八女郡黒木町今1314-1福岡県林業試験場．

2．〒150渋谷区渋谷１－１－４宵山フラワーピル．
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表１草垣群島上ノ島の植生別面敬

植 生

森林および高い草地

低い草地

岩石地

灯台敷地および畑

計

面讃（h･）

８．３８

５．０３

１０．５１

０．８４

24.76
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図１草垣群島の位腫

調査の 概要

上ノ島においてカツオドリの巣数とオオミズナギドリの巣穴数を推定するため’１０ｍ×

10ｍの調査区を32個ランダムにとり，その中にある両種の巣数および巣穴数を数えた・ま

た，ある巣を選んでカツオドリの親とヒナの日周行動を観察し，いくつかの巣についてそ

の大きさを計測した．ミズナギドリについては，捕狸して足環を付け，あわせて露出噛
峰，翼長，体重の測定を行った．

上ノ島以外の島々については上陸できなかったので，船上より観察し，カツオドリにつ

いては個体数を数えた．

調査結果と考察

’・カツオドリとオオミズナギドリの営巣場所

上ノ島では，カツオドリの営巣地はハチジョウススキを主とする草地で，親鳥が巣に座

ると頭部が出て周囲が見渡せるほどの草丈（40～50cm以下）の場所であった．岩石地や裸

地では営巣していなかった．一方，オオミズナギドリの営巣地は，土壌が深く巣穴が掘れ

る場所であった．土壌の深い場所は，森林か草丈の高い（５０cm以上）草地になっている．

そのため，カツオドリとオオミズナギドリの営巣場所は，草地の一部で混在するところが

あったが，全体としては分離していた．すなわち，森林および丈の高い草地にオオミズナ

ギドリ’低い草地にカツオドリが営巣し，それぞれすみわけていた．

２．カツオドリの営巣密度

上ノ島におけるカツオドリの繁殖時期について，灯台職員からの聞き取りおよび今回の

調査員の一人である小平田が1980年３月に渡島した時の状況などから判断すると，ほぼ年

中繁殖していると考えられる．しかし，真夏の７－８月は繁殖数が減少するらしい．先に
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表２調査区内のカツオドリの巣数とオオミズナギドリの

巣穴数．各調査区の面積は10ｍ×10ｍ．
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述べたように，カツオドリは丈の低い草地に営巣しており，ハチジョウススキなどの草本

をもちいて皿形の巣をつくる．巣数を推定するために設定した10ｍ×10ｍの方形区は上ノ

島全域では32か所であるが，カツオドリの営巣可能な地域にあるのはそのうち20か所であ

った．各方形区内にあったカツオドリの巣数を表２に示した．２０か所のなかで，卵やヒナ

が認められ使用されているのが明らかな巣は24個あった．この結果から，方形区当りの使

用巣の平均値は1.20,標本標準偏差は1.96と計算された．また，信頼度80％，精度士46.8

％では，１０ｍ×10ｍ当りの平均使用巣数は，1.20士0.56個と計算される．

したがって，表１よりカツオドリの生息が可能な丈の低い草地の面積を5.03ｈａとする

と，総使用巣数は604±284個，すなわち，320個から888個の間と見稜ることができる．サ

ンプル数が少なかったため推定値には大きな幅があるが，約600個の巣があったと言える
だろう．

なお，使用していない巣（卵もヒナも見当らない）を含めて計算すると，１０ｍ×10ｍ当

りの平均巣数は7.40,標本標準偏差は6.40,信頼度80％，精度24.8％では，7.40±1.83個

あり，全部で3722.2±920.5と見積ることができた．したがって，調査を行った７月下旬
はすでに繁殖のピークを過ぎた時期であると考えられる．

３．オオミズナギドリの巣穴密度

オオミズナギドリが巣を掘ることのできる地城では，全部で23個の10ｍ×10ｍ方形区を

とった．表２に示した巣穴数から平均値を求めると47.61個であり，標本標準偏差は38.39
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であった．また，信頼度80％，精度士21.5％では，平均巣穴数は47.61±10.24個となる．

表１よりオオミズナギドリの営巣可能地城を8.38ｈａとすると，総巣穴数は39,897±8,581

個と見積ることができる．約39,900である．ただし，森林の中には巣穴が一様に分布して

いないことが考えられるためこの推定･値は過大であるかもしれない．

また，オオミズナギドリの巣穴は使われているものかそうでないものか判定できないこ

とも多かったので，巣穴数から営巣数を見積ることはできなかった．

４．カツオドリの日周行動

図２に示した地点で，１つの巣における親鳥とヒナの１日の日周行動を観察した．ヒナ

数は１羽で牌化後1.か月程度と思われた（Nelsonl979)．結果を図３に示した．１日の

うち親烏がヒナと一緒にいる時間は，雌親で16時間48分，雄親で17時間47分であった．給

餌は雌が２回，雄が１回行った．雌雄ともに巣からいなくなったのは１回だけで，時間は
２分間であった．観察中には少なくとも１羽の親がヒナのそばにいたのであり，日中は親

が１羽のことが多かった．なお，夜間は両親とも巣にいた．

５．カツオドリの巣の大きさ

４個のカツオドリの巣について大きさを計測した．いずれも使用されていないが形のよ

く整った巣である．巣材はハチジョウススキである皿形である．結果を表３に示した．
６．オオミズナギドリの測定表３カツオドリの巣の大きさ（c､）
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図３営巣中のカツオドリの日周行動（1980.7.24～25）線部が巣にいた，

白色部が単にいなかったことを示す．星印はヒナヘの給餌．

露出暁峰（皿）翼長（m､）体重（９）

オオミズナギドリについて，７月２５．２６ Ｎｑ内径外径巣内の深さ

日に成鳥を捕独してバンディングを行っ

た．その際，露出噛峰，翼長，体重の測定１２９３
２２６５０２

も行った．その結果を表４に示した．
３２４５０

７．舟)上からの観察
４３３－４７２

７月23日と26日に船上から海鳥の観察を
平均２６．３４６．７２．３

行った．上ノ島以外の島々は植生が貧弱で

測定羽数

最大 値

最小 値

平 均

２４６

５７．０

32.6

47.0±０．４６

表４オオミズナギドリの測定結果

雌雄込みの値．平均値は95％信頼区間．

２４５

330.0

286.0

307.9±１．２
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６４０
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501.9±６．３
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岩石地が多かった.岩石地はカツオドリのとまり場として利用されており，草地には巣も
認められた．オオミズナギドリの生息は不明であるが，植生状況から営巣適地はほとんど

無いようであった．船上からのカツオドリのカウント結果を表５に示した．上ノ島につい
ては岩場にとまっていた個体であり，他は岩場の個体と飛期個体の合計である．

表５船上からのカツオドリ数カウント結果

場所 日時 個体数（成鳥）

上ノ島

中ノ島～下ノ島

２３日１０：３０～１２：３０

２３日２０：００～２１：００

２３日６：４０～７：４０

５５０

444

1069

８．調査中に記録された鳥類

調査期間中に草垣群島で観察された鳥類は以下の８種であった．また，伝書バトが灯台
職員に保謹されそのまま住みついていた．

オオミズナギドリＱｚん"“〃むん"ＣＯ"zeZtzs，カツオドリＳ"jkzんzJcQgp鉱ｅｒ，グンカンド

リｓｐ.Ｆ>一宅ａＺａｓｐ.，クロサギEgre"αsz2cra，ヤツガシラ助”αGpQp3，キセキレイ
Mbzac〃〃ｃ"〃”，シマセンニュウＬＯＣ"s”"上ｚｏｃ肺”"sな，ハシブトガラスＣｂｒＵ"ｓ
"αcγoγﾉiy"cﾉhos．

おわりに

草垣群島に生息する海鳥の保護問題として釣人による干渉と灯台付近に多数生息するネ

ズミの影響が考えられる．特に，近年は釣人が多数来島するようになり,営巣地への侵入，
鈎や糸，撒餌などの投棄による悪影響が心配される．十分な保護対策が必要であろう．

要約

1.1980年７月23日から26日にかけて草垣群島においてカツオドリとオオミズナギドリの生息状
況調査を行った．

2．上ノ島では，丈の低い草地にカツオドリが，林内ではオオミズナギドリが営巣していた．

3．カツオドリの使用巣密度は，１０ｍ×10ｍ当り1.20±0.56個（信頼度80％，精度±46.8％)，

オオミズナギドリの巣穴数は47.61±10.24個（信頼度80％，精度21.5％）と推定された．

文献

Nelson，』．Ｂ、1979．TheSulidae：GannetsandBoobies、Oxford．

付録１植物目録

草垣島上ノ島で採集した植物を福岡県林業試験場の猪上信義氏に同定していただき以下の目録

に示した．草垣島の植物目録は内藤，新両氏の目録（以下旧目録という）があり，５８種記録され

ていた．今回42種記録されたが旧目録に無い種は10種であった．新たに記録された10種は和名に
※印を付けておく．なお標本はすべて猪上氏が保管している．

（文献）
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初島住彦１９７８鹿児島県植物目録．鹿児島植物同好会

内藤喬・新敏夫１９５４宇治群島及草垣島の植物相(予報)．鹿大文理学部理科報告，３：１５－４０．

草垣島植物目録1980年７月25日～26日採集

Aspidaceae

l・Cyl･”"'加加ノZzJcα〃mPRESL

Ulmaceae

２．Ｃｅz〃ｓ６ｎ刀航”ｓｊｓＫＯＩＤＺ

Ｍｏｒａ哩坐

３．ＦY“ｓｅｒｅａａＴＨＵＮＢ、

４．Ｆ．〃"〃“α秒αＬ、ｆ、

５．ＭbｧＷＳα“〃αZjsPOIRFT

Urticaceae

６．BoeA"z〃jagigα"”αSTATAKE

Polygonaceae

７．ＰｂＩｙｇｏ”''‘Ｃ版"”ＳｅＬ・

Amaranthaceae

８．ＡＣﾉhyl．α刀2A“bjde列ＺａｆａＢＬ.Ｕα'｡.AαごA鞭e刀ｓｉｓＨＡＲＡ

（旧目録のヰノコズチと同一であろう）

Aizoaceae

９．Ｔｅ〃αgo"ｊａｆｅ〃αgひ"ojdesO・KUNTZE

Portulacaceae

lO・Ｐｂ〃"Zα‘αｏﾉeα“αＬ・

Menispermaceae

ll・Ｓｒ”Aα"iα”'o"たaMIERS

Lauraceae

l2．Ｃ伽"α"ECﾉ"""』”'＠"た灘''jSIEB、

13.Ｌ"sgajtzpo'‘たａＪＵＳＳ、

14．Ｐ砂祁ｅａｒＡ”6〃ｇｊｊＫＯＳＴＥＲＭ・

Papaveraceae

l5・ＣＯ可zfaZis2asAかｏｉＭＡＫ．
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レ
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ヌ
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マ
ラ
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デ
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ユ
チ
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オ
ー
ー
ク
ク
イ
カ
シ
イ
ニ
タ
ッ
ヒ
ハ

ザクロソウ科

ツルナ

スベリヒユ科

スベリヒユ＊

ツヅラフジ科

ハスノハカズラ＊

クスノキ科

ヤブニッケィ

ハマピワ

タブノキ

ケシ科

シマキケマン？

（旧目録のハマキケマンと同一であろうが種子が無いためはっきりせず）

Crassulaceaeベンケイソウ科

16．ＳＥ‘f”'‘ｏ尻yZ《/b""''ｊＭＡＫ、 タイトゴメ

Rosaceae バラ科

17.Ｒ"6“アosag/bZi"ＳＳＭＩＴＨＳＳＰ.’"α工i"'oZ《'たz〃ＦＯＣＫＥリュウキュウパライチゴ

（旧目録のオオパライチゴと同一である）

Euphorbiaceae トウダイグサ科

18.Ｍ画"o”s”〆刻j…MUELL.-ＡＲＧ．アカメガシワ＊

Aquifoliaceae モチノキ科

１９〃e工”“gγαＴＨＵＮＢ・ モチノキ

Cela s t r a c e aeニシキギ科

20.Ｅ"o刀y"‘‘‘s次ZPollir"ｓＴＨＵＮＢ．マサキ

草垣島



7４ テクニカルチーム

21.Ｍiど”"”jSjtz'o"たαＨＡＬＬ.Ｆ，

Vit垂璽②

22.Ｖ"jsﾉfci/b"αＢＵＮＧＥ

Ｔｈｅａｃｅａｅ

２３．Ｅ邸ノツαｅ噸α噌勿ａｚａＭＡＫ・

Elaeagnaceae

24、EZaeag7z"ｓ''zα〃｡pﾉiyJZ上ｚＴＨＵＮＢ・

Myrsinaceae

25．Ａγα極ａｓ花6o〃〃ＭＩＱ，

Primulceae

26・Lysj抑αごｈｉａｍα”j"α"αＬＡＭ，

Verbenaceae

27・Ｃａ"たαやαjZzPo"たａＴＨＵＮＢ・Ｕａｒ.Ｚ””iα刀ｓＰＥＨＤ・

Solanaceae

28．ＳりJα”加加gγ狸、Ｌ、

Caprifoliaceae

29・Ｌｏ"た”αｊｔｚ'”ｉｃａＴＨＵＮＢ、

30.s上z加如c郷ｓｃｈ趣e宛ｓｊＳＬＩＮＤＬ．

（旧目録のクサニハトコと同一である）

Cucurbitaceae

31･Gylzos”"Z"Ｚａｐｅ”α'ﾉby""zＭＡＫ，

Compositae

32．Ｃ姉勉加加αγ〃ｉｍ埋加ＭＡＫ、

33．Ftz強g如加jZzpo"た""ＺＫＩＴＡＭ、

34.sｂ"cA"ＳＯＩ”αc”ｓＬ．

（旧目録のノゲシと同一である）

Gramineae

35．Ｅ℃A師ＯＣＡ〃α〃必s-gα"ｊＢＥＡＵＶ．ｕαγ・がα"ｃｏＺａＯＨＷＩ

３６．Ｍ『“α"A"ｓｓ加”ｓｊｓＡＮＤＲ．Ｕαγ･ＣＯ"。”sα〃ｓＭＡＫ、

37．Zbysjα”""《/bZiaWILLD、

Cyperaceae

38･ＣａｒｅｚｏａＡ邸”ｓｊｓＣ.Ａ・ＭＡＹ・Ｕａｒ.&ＣＯ〃iα刀ａＫＵＫＥＮＴＨ

３９，Cyl””PoZySZaCﾉhyoSROTTB、

40.ＦY池6risfyZis”6〃SP北ａＺａＮＥＥＳｅｔＭＥＹＥＮ、

Commelinaceae

41･ＣＯ加加eZ"αＣＯ"””ｊｓＬ、

Liliaceae

42・ＳｍｊＪａｚｓｇ６ｇα〃αＭＩＱ．

付録－２昆虫目録

モクレイシ

ブドウ科

エビズル

ッバキ科

ハマヒサカキ

グミ科

マルパグミ

ャブコウジ科

モクタチバナ

サクラソウ科

ハマポッス

クマツヅラ科

オオムラサキシキプ

ナス科

イヌホウズキ＊

スイカズラ科

スイカズラ＊

ソクズ

ウリ科

アマチャズル

キク科

ハマァザミ

ッワブキ

ハルノノゲシ

イネ科

イヌピエ

ハチジョウススキ

コゥラィシバ

カヤツリグサ科

ヒゲスゲ＊

イガガヤツリ＊

ヤマイ＊

ツユクサ科

ツユクサ

ユリ科

ハマサルトリイバラ

Ｓかjェ２

草垣島上ノ島で採集した昆虫を以下に示す．なおカミキリムシは林業試験場保謹部の槙原寛氏

に，ハムシは久留米大学の木元新作教授にそれぞれ同定していただいた．なお標本は大長光が保

管している．



1983.12 草垣島

草垣島昆虫目録（1980年７月24～26日採集）

ODNATA

Libellulidae

l・Ｐｔz"”Jα池Ｕ"c”sFABRICIUS

LEPIDOPTERA

Lycaenidaｅ

２．温＄”aozjze”jα抗ａｈａＫＯＬＬＡＲ

Ｎｙｍｐｈａｌｉｄａｅ

３．Ｋとz戒唯αｃα〃α“Ｌ、

４．Ｈ”o"加施“mjsi”鹿ｓＬ・

Sphingidae

５．Ｍｔz〃ogZos皿加”〃AC死ｊｒ２ａＢＵＴＬＥＲ

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｃｅｒａｍｂｙｃｉdae

６．Ｃ91.Ｇs勉加加妙Aα”'〃BATES

Chrysomllidae

７．Ａ釘ZαどOPA”α允加”α"sMOTSCHULSKY

7５

トンボ目

トンボ科

ウスバキトンポ８２

鱗麹目

シジミチョウ科

ヤマトシジミ早２，合３

タテハチョウ科

ルリタテハ１

メスアカラムサキ８１

スズメガ科

ホシホウジャク早１

鞘潮目

カミキリムシ科

ヨコヤマヒメカミキリ４

ハムシ科

ウリハムシ２

ThelnvestigationofBrownBoObySz4ZaZをzzcQgzzsZerand

StreakedShearwaterQzん〃eαγなん脚ＣＯ刀zeJtzsinKusagakilslands

ＴｈｅＴ道chnicalTeamoftheResearchDivision，

WildBirdSocietyofJapan

IntheKusagakilslands，KagoshimaPrefecture，especiallyKaminoshimalsland，Ｂｒｏｗｎ

BoobyandStreakedShearwaterwereinvestigatedfrom23rdto26thJuly1980．Both

specieswereobservedbreedingonKaminoshimalsland，Ontheotherislandsbreeding
BrownBoobieswereobservedfromtheshipｂｕｔｉtwasnotpossibletoconfirmthat

StreakedShearwaterswerebreeding．Ｉｔｗａｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｈａｔｔｈｉｓｗａｓｎｏｔｔｈｅｐeakbreeding

seasonforBrownBooby・ＩｎａｌＯｓｑｕａｒｅｍｅｔｅｒｓａｍｐｌｅｐｌｏｔｏｎＫａminoshimalsland

therewere1.20±0.56activeBrownBoobynests（80％confidencelimit±46.8％accuracy）

and47.61±10.24StreakedShearwaternestholes（80％confidencelimit，±21.5％

accuracy)．

AoyamaFlowerBuilding，l-1-4Shibuya，Shibuya･ku，Tokyol50。


